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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第76期
第２四半期
連結累計期間

第77期
第２四半期
連結累計期間

第76期

会計期間
自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日

自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日

自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日

売上高 (百万円) 45,862 51,048 95,450

経常利益 (百万円) 9,911 10,976 21,783

四半期(当期)純利益 (百万円) 5,141 6,884 13,431

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 5,495 6,535 15,371

純資産額 (百万円) 94,515 106,659 102,240

総資産額 (百万円) 143,896 155,175 151,874

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 72.90 97.62 190.45

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 64.75 67.81 66.45

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 5,662 3,680 7,314

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △3,123 △4,233 △5,342

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △3,145 △2,143 △5,272

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 16,631 11,434 13,906

　

回次
第76期
第２四半期
連結会計期間

第77期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成23年７月１日
至  平成23年９月30日

自  平成24年７月１日
至  平成24年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 21.91 43.63

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載しており

ません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが営む事業内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の

有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(１) 業績の状況

・連結経営成績

　当第２四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年９月30日)の売上高は、薬価引き下げの

影響を受けながらも、前年同期に比べ11.3％増の510億４千８百万円となりました。

　利益につきましては、営業利益110億３千４百万円(前年同期比12.2％増)、経常利益109億７千６百万

円(前年同期比10.7％増)、四半期純利益68億８千４百万円(前年同期比33.9％増)となりました。売上

原価率は、薬価引き下げや、原料生薬単価増等の影響により前年同期に比べ悪化したものの、売上高の

伸長等により営業利益率は21.6％となり、営業利益、経常利益は第２四半期において過去最高益とな

りました。

　また、当第２四半期の売上高は、平成24年５月10日に公表しました連結業績予想に比べ6.8％上回る

結果となりました。利益につきましても、営業利益で25.4％増、経常利益で23.3％増、四半期純利益で

22.9％増となり、連結業績予想を上回りました。当初公表いたしました業績予想は、東日本大震災後、

各医療機関への処方日数短縮のお願いや漢方医学セミナー等開催を自粛したこと等の影響を受けた

前期業績に基づき慎重に策定いたしました。しかしながら、当期においては、前期後半より行ってまい

りました営業施策等が着実に成果となり、医療用漢方製剤の売上伸長トレンドは、東日本大震災前の

水準への回復を確認できる結果となりました。

 

・医療用漢方製剤の概況

　医療用漢方製剤の売上高は、129処方中119処方が前年同期を上回りました。様々な領域疾患において

漢方製剤の使用が広がり、医療用漢方製剤全体の売上高は、前年同期に比べ11.3％伸長いたしました。

　営業施策としては、従来の訪問活動に加えて漢方未処方医師への訪問・面談活動を強化してまいり

ました。さらに、各種の漢方医学セミナーや講演会・研究会、医療機関説明会等の積極的な開催を通じ

て、漢方医学および漢方製剤に関する情報提供の拡充を図っております。

　また、育薬処方である「大建中湯」「六君子湯」「抑肝散」「牛車腎気丸」「半夏瀉心湯」につき

ましては、多施設二重盲検群間比較試験による臨床研究とその効果を裏付ける薬物動態等の基礎研究

が進み、質の高いエビデンスが確立されつつあります。各種学会や論文での研究成果の発表に加え、医

薬情報担当者を通じた、エビデンスに基づくプロモーション活動を展開する中、各専門領域での漢方

製剤に対する評価は着実に高まっております。その結果、前述の５処方合わせた売上高は、前年同期に

比べ16.4％伸長いたしました。

　当社は、医療用漢方製剤を通じて「漢方医学と西洋医学の融合により世界で類のない最高の医療提

供に貢献する」ことを企業使命とし、この理想的な医療の実現のために着実に前進しております。
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(２) 財政状態

当第２四半期連結会計期間末における財政状態は以下のとおりであります。

　総資産は、たな卸資産の増加及び設備投資による有形固定資産の増加等により前連結会計年度末に

比べて33億円増加し、1,551億７千５百万円となりました。

　負債は、未払法人税等の減少等により前連結会計年度末に比べて11億１千８百万円減少し、485億１

千５百万円となりました。

　純資産は、前連結会計年度末に比べて44億１千８百万円増加し、1,066億５千９百万円となり、自己資

本比率は1.4ポイント上昇して67.8％となりました。

　
(３) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間におけるキャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。

　営業活動によるキャッシュ・フローは、36億８千万円の収入となりました。前年同期間との比較で

は、法人税等の支払額の増加等により19億８千１百万円減少しております。

  投資活動によるキャッシュ・フローは、42億３千３百万円の支出となりました。前年同期間との比

較では、有形固定資産の取得による支出の増加等により11億１千万円支出が増加しております。

　財務活動によるキャッシュ・フローは、21億４千３百万円の支出となりました。前年同期間との比較

では、短期借入金の返済による支出が減少したこと等により10億２百万円支出が減少しております。

　以上の結果、当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末と比べ

て24億７千２百万円減少し、114億３千４百万円となりました。

　
(４) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

　
(５) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間における当社グループ全体の研究開発活動の金額は、24億６千５百万円

であります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 250,000,000

合計 250,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成24年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成24年11月９日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 70,771,662 70,771,662
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数は100株であ
ります。

合計 70,771,662 70,771,662 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成24年９月30日 ― 70,771 ― 19,487 ― 1,940
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(6) 【大株主の状況】

　 　 平成24年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

日本トラスティ・サービス
信託銀行㈱信託口

東京都中央区晴海１－８－11 6,889 9.74

日本マスタートラスト
信託銀行㈱信託口

東京都港区浜松町２－11－３ 4,618 6.53

㈱三菱東京UFJ銀行 東京都千代田区丸の内２－７－１ 2,197 3.11

ツムラグループ従業員持株会 東京都港区赤坂２－17－11 1,883 2.66

SSBT OD05 OMNIBUS ACCOUNT
-TREATY CLIENTS
(常任代理人　香港上海銀行東京支
店)

338 PITT STREET SYDNEY NSW 2000AUSTRALIA
(東京都中央区日本橋３－11－１)

1,610 2.28

日本トラスティ・サービス
信託銀行㈱信託口９

東京都中央区晴海１－８－11 1,603 2.27

第一三共㈱ 東京都中央区日本橋本町３－５－１ 1,525 2.15

全国共済農業協同組合連合会
(常任代理人　日本マスタートラス
ト信託銀行㈱)

東京都千代田区平河町２－７－９
(東京都港区浜松町２－11－３)

1,469 2.08

サジャップ
(常任代理人　㈱三菱東京UFJ銀行)

P.O.BOX 2992 RIYADH 11169 KINGDOM OF SAUDI
ARABIA 
(東京都千代田区丸の内２－７－１　決済事業
部)

1,466 2.07

ゴールドマンサックスインターナ
ショナル
(常任代理人　ゴールドマン・サッ
クス証券㈱)

133 FLEET STREET LONDON EC4A 2BB, UK
(東京都港区六本木６－10－１　六本木ヒルズ森
タワー)

1,435 2.03

合計 ― 24,699 34.90

(注) １　㈱三菱UFJフィナンシャル・グループより平成23年８月15日付で提出された大量保有に関する変更報告書によ

れば、報告義務発生日である平成23年８月８日現在で4,770千株を所有している旨の報告を受けております。

なお、㈱三菱UFJフィナンシャル・グループにある三菱UFJ信託銀行㈱、三菱UFJ投信㈱、エム・ユー投資顧問

㈱、国際投信投資顧問㈱の当第２四半期会計期間末現在での実質所有株式数については、当社として確認がで

きませんので上記大株主の状況には考慮しておりません。

大量保有に関する変更報告書の内容は以下のとおりであります。

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

㈱三菱東京UFJ銀行 東京都千代田区丸の内２－７－１ 2,197 3.11

三菱UFJ信託銀行㈱ 東京都千代田区丸の内１－４－５ 1,548 2.19

三菱UFJ投信㈱ 東京都千代田区丸の内１－４－５ 122 0.17

エム・ユー投資顧問㈱ 東京都中央区日本橋室町３－２－15 789 1.12

国際投信投資顧問㈱ 東京都千代田区丸の内３－１－１ 111 0.16

合計 ― 4,770 6.74
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　　 ２　日本生命保険相互会社より平成24年８月22日付で提出された大量保有に関する変更報告書によれば、報告義務発

生日である平成24年８月15日現在で2,650千株を所有している旨の報告を受けております。

なお、日本生命保険相互会社及びその共同保有者であるニッセイアセットマネジメント㈱の当第２四半期会

計期間末現在での実質所有株式数については、当社として確認ができませんので上記大株主の状況には考慮

しておりません。

大量保有に関する変更報告書の内容は以下のとおりであります。

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

日本生命保険相互会社 大阪府大阪市中央区今橋３－５－12 1,926 2.72

ニッセイアセットマネジメント㈱ 東京都千代田区丸の内１－６－６ 724 1.02

合計 ― 2,650 3.74

　　 ３　三井住友信託銀行㈱より平成24年９月21日付で提出された大量保有に関する変更報告書によれば、報告義務発生

日である平成24年９月14日現在で4,386千株を所有している旨の報告を受けております。

なお、三井住友信託銀行㈱及びその共同保有者である三井住友トラスト・アセットマネジメント㈱、日興ア

セットマネジメント㈱、Sumitomo Mitsui Trust(Hong Kong)Limitedの当第２四半期会計期間末現在での実質

所有株式数については、当社として確認ができませんので上記大株主の状況には考慮しておりません。

大量保有に関する変更報告書の内容は以下のとおりであります。

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

三井住友信託銀行㈱ 東京都千代田区丸の内１－４－１ 3,500 4.95

三井住友トラスト・アセットマネ
ジメント㈱

東京都港区芝３－33－１ 318 0.45

日興アセットマネジメント㈱ 東京都港区赤坂９－７－１ 476 0.67

Sumitomo Mitsui Trust(Hong
Kong)Limited

Suites 3401-４, One Exchange Square, ８
Connaught Place, Central, Hong Kong

91 0.13

合計 ― 4,386 6.20

　　 ４　上記(大株主の状況)の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は次のとおりであります。

日本トラスティ・サービス
信託銀行㈱信託口

6,889千株

日本マスタートラスト
信託銀行㈱信託口

4,618千株

日本トラスティ・サービス
信託銀行㈱信託口９

1,603千株
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成24年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式　245,000

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

70,482,700
 

704,827
―

単元未満株式 普通株式   43,962 ― １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 70,771,662― ―

総株主の議決権 ― 704,827 ―

(注) １　「単元未満株式」欄には、当社所有の自己株式22株が含まれております。

２　「完全議決権株式(その他)」欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株(議決権の数10個)含まれており

ます。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成24年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社ツムラ

東京都港区赤坂２－17－11 245,000― 245,000 0.35

合計 ― 245,000― 245,000 0.35

(注)  株主名簿上は当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が2,000株(議決権の数20個)あります。

なお、当該株式数は上記①「発行済株式」の「完全議決権株式(その他)」の中に含まれております。

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成24年７月１日

から平成24年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年９月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 13,939 11,462

受取手形及び売掛金 34,532 34,415

商品及び製品 6,102 5,992

仕掛品 7,806 8,243

原材料及び貯蔵品 16,661 20,205

その他 7,294 7,116

貸倒引当金 △6 △6

流動資産合計 86,330 87,429

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 45,783 46,730

その他 53,204 56,358

減価償却累計額 △54,118 △55,768

有形固定資産合計 44,869 47,319

無形固定資産 227 232

投資その他の資産

投資有価証券 15,821 15,548

その他 4,655 4,675

貸倒引当金 △30 △30

投資その他の資産合計 20,446 20,193

固定資産合計 65,544 67,745

資産合計 151,874 155,175

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,033 3,162

短期借入金 21,957 21,957

未払法人税等 5,425 3,957

返品調整引当金 10 10

その他 11,113 11,296

流動負債合計 41,539 40,383

固定負債

退職給付引当金 1,933 1,975

その他 6,160 6,156

固定負債合計 8,093 8,131

負債合計 49,633 48,515
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 19,487 19,487

資本剰余金 1,940 1,940

利益剰余金 79,255 84,024

自己株式 △384 △384

株主資本合計 100,300 105,068

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △63 △358

繰延ヘッジ損益 387 △85

土地再評価差額金 1,984 1,984

為替換算調整勘定 △1,687 △1,382

その他の包括利益累計額合計 619 157

少数株主持分 1,321 1,433

純資産合計 102,240 106,659

負債純資産合計 151,874 155,175
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

売上高 45,862 51,048

売上原価 14,167 17,096

売上総利益 31,695 33,951

販売費及び一般管理費 ※1
 21,864

※1
 22,917

営業利益 9,831 11,034

営業外収益

受取利息 26 23

受取配当金 243 158

持分法による投資利益 1 －

その他 79 124

営業外収益合計 350 306

営業外費用

支払利息 121 106

持分法による投資損失 － 10

為替差損 130 240

その他 17 7

営業外費用合計 270 364

経常利益 9,911 10,976

特別利益

固定資産売却益 － 0

特別利益合計 － 0

特別損失

固定資産売却損 9 －

固定資産除却損 46 47

投資有価証券売却損 1 －

投資有価証券評価損 671 19

災害による損失 298 －

特別損失合計 1,027 67

税金等調整前四半期純利益 8,883 10,908

法人税等 3,697 3,955

少数株主損益調整前四半期純利益 5,186 6,953

少数株主利益 44 68

四半期純利益 5,141 6,884
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 5,186 6,953

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 377 △294

繰延ヘッジ損益 △265 △472

為替換算調整勘定 191 341

持分法適用会社に対する持分相当額 4 6

その他の包括利益合計 308 △418

四半期包括利益 5,495 6,535

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 5,430 6,422

少数株主に係る四半期包括利益 64 112
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 8,883 10,908

減価償却費 1,849 1,973

貸倒引当金の増減額（△は減少） 0 △0

受取利息及び受取配当金 △269 △181

支払利息 121 106

持分法による投資損益（△は益） △1 10

有形固定資産除売却損益（△は益） 56 30

売上債権の増減額（△は増加） 5,517 122

たな卸資産の増減額（△は増加） △4,531 △3,769

仕入債務の増減額（△は減少） 481 △451

有価証券及び投資有価証券売却損益（△は益） 1 －

有価証券及び投資有価証券評価損益（△は益） 671 19

退職給付引当金の増減額（△は減少） 57 41

その他 △2,973 140

小計 9,864 8,950

利息及び配当金の受取額 205 200

利息の支払額 △121 △109

法人税等の支払額 △4,287 △5,360

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,662 3,680

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △3,422 △3,999

有形固定資産の売却による収入 1 0

無形固定資産の取得による支出 △15 △32

有価証券及び投資有価証券の取得による支出 △5 △205

有価証券及び投資有価証券の売却及び償還によ
る収入

22 －

貸付けによる支出 △4 △2

貸付金の回収による収入 304 5

定期預金の預入による支出 △17 △19

定期預金の払戻による収入 23 24

その他 △10 △5

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,123 △4,233

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の返済による支出 △1,000 －

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △2,113 △2,113

少数株主への配当金の支払額 △18 △14

その他 △13 △14

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,145 △2,143

現金及び現金同等物に係る換算差額 39 224

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △567 △2,472

現金及び現金同等物の期首残高 17,198 13,906

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 16,631

※1
 11,434
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

　
当第２四半期連結累計期間

(自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日)

原価差異の繰延処理 　操業度等の季節的な変動に起因して発生した原価差異につきましては、原価計

算期間末までにほぼ解消が見込まれるため、当該原価差異を流動負債(その他)と

して繰り延べております。

　
【注記事項】

(四半期連結損益計算書関係)

※１　販管費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
 至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
 至　平成24年９月30日)

給料諸手当 8,278百万円 8,347百万円

退職給付費用 603百万円 593百万円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額

との関係

　
前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
 至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
 至　平成24年９月30日)

　 (平成23年９月30日現在)(平成24年９月30日現在)

現金及び預金勘定 16,646百万円 11,462百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △15百万円 △28百万円

現金及び現金同等物 16,631百万円 11,434百万円
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(株主資本等関係)

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日
定時株主総会

普通株式 2,115 30.00平成23年３月31日 平成23年６月30日 利益剰余金

　

２　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年11月10日
取締役会

普通株式 2,115 30.00平成23年９月30日 平成23年12月５日 利益剰余金

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日)

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 2,115 30.00平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金

　

２　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年11月８日
取締役会

普通株式 2,115 30.00平成24年９月30日 平成24年12月４日 利益剰余金

　

EDINET提出書類

株式会社ツムラ(E01018)

四半期報告書

16/19



(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

　　当社グループは医薬品事業のみの単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　
Ⅱ  当第２四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日)

　　当社グループは医薬品事業のみの単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　
　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日)

 １株当たり四半期純利益金額 72円90銭 97円62銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額(百万円) 5,141 6,884

    普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 5,141 6,884

    普通株式の期中平均株式数(千株) 70,527 70,526

　(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

　(中間配当)

平成24年11月８日開催の取締役会において、第77期(平成24年４月1日から平成25年３月31日まで)の中

間配当を当社定款第47条の規定に基づき、次のとおり行う旨決議いたしました。

(１)　配当金の総額 2,115百万円

(２)　１株当たりの金額 30円

(３)　支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成24年12月４日

　　  (注)　平成24年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成２４年１１月９日

株式会社ツムラ

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    小　　森　　幹　　夫    印
　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    江　　口　　　　　潤    印

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    植　　村　　文　　雄    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株
式会社ツムラの平成２４年４月１日から平成２５年３月３１日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期
間(平成２４年７月１日から平成２４年９月３０日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成２４年４月１日
から平成２４年９月３０日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損
益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レ
ビューを行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四
半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用するこ
とが含まれる。
 
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ツムラ及び連結子会社の平成２４年
９月３０日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ
・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
 
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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